
国分地域福祉事業所 ほのぼの  

地域の必要を仕事に・・・    

    
国分ほのぼのの歩み 

2004年 1月～ ヘルパー講座受講（３６名） 

        ５月～ 仕事おこし準備（１１名） 

2004年１０月～ ほのぼの開所（訪問介護・自費・託児） 

            ほのぼのイベントスタート（５３回） 

2008年 ３月～ ほのぼの児童クラブ開所（学童保育）（しげひさのおうち） 

2009年１２月～ 菜の花栽培スタート（畑・子ども給食） 

2010年 ９月～ 基金訓練スタート（～３回） 

2012年 ３月～ ほのぼの児童デイサービス（放課後等デイ） 

2013年 ８月～ 日中一時事業スタート（地域生活支援事業） 

2014年 ３月～ 第２ほのぼの児童クラブ開所（学童保育）（はなむれのおうち） 

2014年１０月  １０周年！！ 

2015年 ３月～ ほのぼの児童デイサービスふくしまのおうち（発達支援事業）開所 

2015年 ４月～ 地域若者サポートステーションスタート 

2015年 ５月～ 第３ほのぼの児童クラブ開所（学童保育）（きりしまのおうち） 

2016年 ３月～ 養蜂（２群）スタート（上小川事務所スタート） 

             ほのぼの食堂（地域食堂）スタート 

2016年 ４月～ 若者との農作業スタート（自然栽培による田んぼ・畑） 

2016年 6月～ ほのぼのフードバンクスタート 

2016年１2月～ 萬田黒鶏の平飼いスタート 

2017年 8月～ 就労継続支援Ｂ型スタート 

2018年 ４月～ 第４ほのぼの児童クラブスタート（しろやまのおうち） 

2019年 ３月～ 第５ほのぼの児童クラブ（舞鶴のおうち） 

2019年 ４月～ 第２ほのぼの児童デイサービス（さくらのおうち）開所 

2019年 9月～ ほのぼのファーム（直売所）オープン 

2020年 6月～ リサイクル制服バンクスタート（予定準備中） 

 

ヘルパー講座を受講した仲間とほのぼのを立ち上げ、赤ちゃんからお年寄りの方への生活応援！を 

テーマに地域の困りごとに対応するため自分たちのできることは何でもしよう！と運営してきました。

それから学童保育・・基金訓練・・と取り組むなかで「自分たちがしていること１つ１つが繋がってい

くことが楽しい！」「地域の問題はすべて繋がっている！だから一つの事業だけではいけない！」「この

働き（協同労働）が広がらないとこの社会は何にも変わらない（基金訓練受講生の言葉）」ということ

を確認し、仕事をおこしてきました。その中で１０年働けていなかった女性がほのぼので働いて３年目

に『私はほのぼのに居場所ができた、今度は自分がつくる番支える番だ・・・』と話してくれた言葉が

今のほのぼののテーマになっています。 


